
鶴岡市羽黒町荒川字�
　　　　　　　　前田元８９番地�

鶴岡市藤島関根字○○番地�

・東田川郡朝日村大字下名川�
　　　　　　　　字落合１番地�

・東田川郡羽黒町大字荒川字�
　　　　　　　　前田元８９番地�

・東田川郡藤島町大字関根�

　　　　　　　　　字○○番地�

　
先
月
２４
日
に
開
催
し
た
第
６

回
協
議
会
で
話
し
合
わ
れ
た
、

主
な
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。�

　
１０
月
１
日
よ
り
、
表
の
赤
い

部
分
の
表
記
を
右
の
青
い
表
記

に
変
え
る
こ
と
で
ま
と
ま
り
ま

し
た
。�

・
藤
島
町
、
　
引
町
、
朝
日
村
、

温
海
町
の
住
所
は
、
「
東（
西
）

田
川
郡
○
○
町
（
村
）
大
字
」

の
部
分
を
「
鶴
岡
市
」
に
置
き

か
え
ま
す
。�

・
羽
黒
町
の
住
所
は
、
「
東
田

川
郡
羽
黒
町
大
字
」
の
部
分
を

「
鶴
岡
市
羽
黒
町
」
と
置
き
か

え
ま
す
。�

・
鶴
岡
市
で
「
大
字
」
が
付
い

て
い
る
地
域
は
、
住
所
か
ら
大

字
の
字
句
を
除
き
ま
す
。�

　
な
お
、
６
市
町
村
と
も
「
大

字
」
以
下
の
表
記
は
こ
れ
ま
で

と
変
わ
り
ま
せ
ん
。�

　
た
だ
し
、
藤
島
町
大
字
関
根

は
下
表
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。�

お住まいの市町村� 現在の住所例� 新市の住所� 変更点�

鶴
　
岡
　
市�

藤
　
島
　
町�

住所に「大字」あり�

大字関根以外�

大字関根�

住所に「大字」なし�
（住居表示区域）�

・鶴岡市大字我老林字�

　　　　　　　野中川原３５番地�

・鶴岡市馬場町９番２５号�
・鶴岡市湯野浜一丁目１番７号�

・東田川郡藤島町大字藤島字�
　　　　　　　　笹花２５番地�
・東田川郡藤島町大字渡前字�
　　　　　　　　中屋敷２８番地�

同じ�
同じ�

鶴岡市我老林字野中川原３５番地�「大字」の字句を除く以外は�
現在と同じです�

現在と変更ありません�

鶴岡市藤島字笹花２５番地�
�
鶴岡市渡前字中屋敷２８番地�

「東田川郡藤島町大字」を�
「鶴岡市」に置きかえます�

「関根」の名称が新市で重複する�
ので、「藤島関根」と変更します�

羽　黒　町�
「東田川郡羽黒町大字」を�
「鶴岡市羽黒町」に置きかえます�

　　引　町�
・東田川郡　引町大字上山添�
　　　　　　　字文栄１００番地�

鶴岡市上山添字文栄１００番地� 「東田川郡　引町大字」を�
「鶴岡市」に置きかえます�

朝　日　村� 鶴岡市下名川字落合１番地� 「東田川郡朝日村大字」を�
「鶴岡市」に置きかえます�

温　海　町�

・西田川郡温海町大字�
　　　　　　温海戊５７７番地１�
・西田川郡温海町大字鼠ヶ関�
　　　　　　　　　丙１５０番地�

鶴岡市温海戊５７７番地１�
�
鶴岡市鼠ヶ関丙１５０番地�

「西田川郡温海町大字」を�
「鶴岡市」に置きかえます�



　合併まであと残すところ約４ヶ月となりました。
スムーズに新市に移行し、住民の皆さんにご不便
をおかけすることのないよう準備を進めてまいり
ます。今後も合併情報について広くお知らせして
まいりますので、ご意見やお問い合わせ等があり
ましたら、お気軽に協議会事務局へお寄せくださ
い。�

　
ご
み
や
し
尿
の
処
理
な
ど
を
行
っ
て
い
る

「
鶴
岡
市
ほ
か
六
箇
町
村
衛
生
処
理
組
合
」、

消
防
・
救
急
活
動
を
行
っ
て
い
る
「
鶴
岡
地

区
消
防
事
務
組
合
」
、
藤
島
町
な
ど
で
水
道

事
業
を
行
っ
て
い
る
「
月
山
水
道
企
業
団
」

に
つ
い
て
は
、
合
併
後
も
当
面
、
新
市
と
三

川
町
が
こ
れ
ら
の
組
合
等
を
存
続
さ
せ
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。�

　
各
組
合
等
と
も
、
合
併
後
も
現
在
と
同
様

に
業
務
を
行
い
、
住
民
の
皆
さ
ん
へ
の
サ
ー

ビ
ス
に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。
な
お
、
合
併

に
よ
り
組
合
等
の
構
成
市
町
村
数
が
減
少
す

る
こ
と
な
ど
か
ら
、
組
合
議
員
の
定
数
を
削

減
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。�

　
皆
さ
ん
も
ご
存
知
の
よ
う
に
、
去
る
四
月

十
八
日
の
総
務
大
臣
の
「
告
示
」
に
よ
っ
て
、

６
市
町
村
の
合
併
が
正
式
に
し
ま
し
た
。
誕

生
す
る
鶴
岡
市
は
、
東
北
地
方
の
中
で
一
番

面
積
が
広
い
市
町
村
（
１６
年
度
末
ま
で
合
併

を
申
請
し
た
市
町
村
を
含
む
比
較
）
と
な
り
、

人
口
で
は
県
内
で
二
番
目
に
大
き
な
自
治
体

と
な
り
ま
す
。�

　
庄
内
平
野
、
赤
川
、
出
羽
三
山
、
朝
日
連

峰
、
日
本
海
な
ど
、
多
様
な
自
然
に
恵
ま
れ
、

実
り
豊
か
な
魅
力
あ
ふ
れ
る
新
し
い
鶴
岡
市

が
、
１０
月
１
日
、
ま
も
な
く
誕
生
し
ま
す
。�

　
南
庄
内
合
併
協
議
会
で
は
、
新
し
い
「
鶴

岡
市
」
の
市
章
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
募
集

期
間
は
７
月
１５
日（
金
）ま
で
で
、
６
市
町
村

に
現
在
お
住
ま
い
の
方
、
あ
る
い
は
ご
出
身

の
方
を
対
象
に
、
お
一
人
に
つ
き
１
点
応
募

で
き
ま
す
。�

　
選
考
方
法
は
、
応
募
作
品
と
現
在
の
６
市

町
村
の
市
町
村
章
を
対
象
と
し
て
、
地
域
の

識
者
に
よ
る
検
討
会
議
で
作
品
数
点
を
選
出

の
上
、
南
庄
内
合
併
協
議
会
が
選
考
を
行
い

ま
す
。�

　
こ
れ
ら
募
集
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
各
市

町
村
の
広
報
等
と
一
緒
に
お
配
り
し
た
右
の

募
集
チ
ラ
シ
（
裏
面
が
そ
の
ま
ま
応
募
用
紙

に
な
っ
て
い
ま
す
）
で
ご
案

内
し
て
い
ま
す
。
詳
細
に
つ

い
て
は
、
協
議
会
事
務
局
に

お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、

応
募
要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。�

　
な
お
、
応
募
要
項
、
募
集

チ
ラ
シ
（
応
募
用
紙
）
は
６

市
町
村
役
場
の
窓
口
、
協
議

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ご
ざ
い

ま
す
。�

　
住
民
の
皆
様
か
ら
の
多
数

の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。�




